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アジア研究教育ユニット 令和 4年度教育研究報告書 

事業課題名 

 

アジア経済発展論研究会 

代表者名 

 

矢野剛 （経済学研究科） 

 

事業概要 

(600字程度) 

 

京都大学大内の各部局に分散している経済発展論・開発経済学・アジア経済研究系の研

究者の研究交流の場として、当該分野の研究報告・討論をおこなう定期的研究報告セミナ

ーを開催した。経済学研究科、東南アジア地域研究研究所、農学研究科を中心に多くの教

員、研究者、大学院生が参加し、アジア経済と開発経済学の先端研究の現状の理解を深め

た。 

6回のセミナー（うち 1回はWorkshop回）で 8人の研究報告を実施し、学内の研究者・

院生のアジア経済研究・経済発展論の分野の活性化をもたらした。コロナ禍が収束しつつ

あるため全ての回が対面形式でおこなわれた。 

事業経費は、学外報告者招聘のための謝金・旅費として効果的に支出された。 

成果の概要 

(800字程度) 

 

以下の 6回の研究セミナー（うち 1回はWorkshop回）を開催し、8本の研究報告が行

われた。 

詳細は次の通りである。 

 

1. 2022.10.06 

北村 周平（大阪大学・特任准教授） 

“Cities, Conflict, and Corridors” 

 

2. 2022.10.18 

David N. Weil（James and Merryl Tisch Professor of Economics, Brown University） 

“Land Quality” 

 

3. 2022.12.01 

髙橋 和志（政策研究大学院大学・GRIPS Global Governance Program (G-Cube) ディレク

ター，国家建設と経済発展プログラムディレクター，教授） 

“Saving for the lean season and seasonal poverty dynamics: Evidence from a randomized 

experiment and high-frequency data (with Abu S. Shonchoy, Takeshi Aida, Jun Goto, Yu Ri Kim, 

Hisaki Kono, Takashi Kurosaki)” 

 

4. 2023.01.20 

SUR, Pramod Kumar（公益財団法人アジア成長研究所 上級研究員） 

“Understanding Vaccine Hesitancy: Empirical Evidence From India” 

 

5. 2023.02.10 

VU Ha Thu（広島大学・助教） 

“Subsidy for all? Spillover effect of subsidy on crop insurance adoption in Vietnam” 
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6. 2023.02.20 Workshop開催 

石瀬 寛和・山﨑 潤一・原 朋弘（順に大阪大学 准教授・神戸大学 講師・武蔵大学 専

任講師） 

“Gauge Size of the Border: the Effect of Railroad Connection on International Trade” 

石瀬 寛和 

 

“Gauge Size of the Border: the Effect of Railroad Connection on International Trade” 

山﨑 潤一 

 

“Rainbow Nation through Mass Media: Television, Cultural Diversity, and National Unity in 

Post-Apartheid South Africa” 

原 朋弘 

 


